
環
境
に
や
さ
し
い
安
全
・
便
利
な
村
づ
く
り

２
つ
目
の
柱
と
し
て
、
自
然
と
共
生
し
な

が
ら
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境

の
実
現
を
目
指
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
安

全
・
便
利
な
村
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

阿
武
隈
川
の
清
流
と
阿
武
隈
山
系
の
豊
か
な

自
然
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
水
質
検

査
の
継
続
や
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
に
取
り
組

み
、
環
境
保
全
と
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
自
然
と
人

が
共
に
生
き
る
空
間
づ
く
り
と
し
て
「
か
わ

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
乙
字
ヶ
滝
周
辺
の

景
観
整
備
や
遊
歩
道
整
備
を
行
い
、
四
季

折
々
の
風
景
を
楽
し
め
る
憩
い
の
場
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
中
池
公
園
な
ど
の

公
園
・
緑
地
の
維
持
管
理
を
地
域
団
体
と
協

力
し
て
行
い
、
住
民
が
集
い
触
れ
合
う
場
づ

く
り
を
通
じ
て
、
環
境
と
交
流
の
両
面
か
ら

村
の
魅
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

阿
武
隈
川
上
流
遊
水
地
群
整
備
事
業
の
推
進

に
よ
り
、
水
害
リ
ス
ク
の
軽
減
と
安
全
な
暮

ら
し
の
確
保
を
目
指
し
、
国
や
県
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て

防
災
・
減
災
対

策
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
加
え

て
、
快
適
な
住

環
境
の
確
保
に

向
け
て
「
空
き

家
・
空
き
地
バ

ン
ク
事
業
」
や

「
移
住
・
定
住

促
進
補
助
制

度
」を
展
開
し
、

空
き
家
の
有
効

活
用
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
を
図
っ
て

い
ま
す
。
水
道

管
更
新
や
排
水

施
設
の
整
備
、

住
宅
の
長
寿
命

化
に
も
努
め
、

誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生

活
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
、

自
然
環
境
の
保

全
と
利
便
性
の
向
上
を
両
立
さ
せ
、
持
続
可

能
で
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

❶ かわまちづくり事業
　（乙字ヶ滝周辺整備）
阿武隈川沿いの自然環境を活かし、乙字ヶ
滝や中池公園周辺の景観・遊歩道・休憩
施設を整備。水辺のにぎわい創出と観光・
交流拠点としての機能向上を図る。

❷ 空き家・空き地バンク事業
空き家情報の登録・紹介を通じ
て、移住希望者や地域住民への
マッチングを促進。空き家の有効
活用を進め、地域コミュニティの
維持と活性化を支援。

❸ 移住・定住促進補助制度
若年世代や子育て世代の定住を支援する
ため、住宅取得・改修補助、引越費用補助
などを実施。村外からの移住者受け入れ
を促進し、人口減少対策と地域活力の維
持に寄与。

❹ 上下水道・排水整備事業
安全で安定した水道水の供給確保のため、新水源開発や老朽
管更新を計画的に実施。農業集落排水や合併処理浄化槽の整
備を通じ、公共水域の水質保全と快適な生活環境を確保。

❺ 再生可能エネルギー・環境保全推進事業
住宅用太陽光発電システム設置補助や公共施設への太陽光設
備導入を推進。村民への環境啓発活動や不法投棄防止などを
通じて、環境負荷の少ない循環型社会を目指す。

主 要 事 業

２
基本目標
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